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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
大
戦
略
　
東
ア
ジ
ア
の
暴
走

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
７
９
９
Ｙ

【
作
者
名
】

　
白
米

【
あ
ら
す
じ
】

　
祖
国
統
一
の
大
儀
を
上
げ
、
Ｋ
民
国
第
一
師
団
は
休
戦
ラ
イ
ン
を
超
え
、
Ｎ

Ｋ
人
民
軍
に
対
し
奇
襲
を
か
け
た
。

第
二
次
朝
鮮
戦
争
の
火
蓋
が
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

ワ
イ
ル
ド
ギ
ー
ス
（
後
の
連
合
軍
）

Ｊ
Ｐ
国
軍
（
日
本
軍
）
Ｊ
ａ
ｐ
Ａ
ｎ
で
Ｊ
Ｐ
国
軍
と
な
る

Ａ
合
衆
国
軍
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
）
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
で
Ａ
合
衆
国
軍
と
な
る

Ｒ
Ｓ
軍
（
ロ
シ
ア
軍
）
Ｒ
ｕ
Ｓ
ｓ
ｉ
ａ
で
Ｒ
Ｓ
軍
と
な
る
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Ｃ
Ｎ
国
（
中
国
人
民
解
放
軍
）
Ｃ
ｈ
ｉ
Ｎ
ａ
で
Ｃ
Ｎ
軍
と
な
る

Ｋ
Ｒ
民
国
軍
（
韓
国
軍
）
Ｋ
ｏ
Ｒ
ｅ
ａ
で
Ｋ
Ｒ
と
な
る

Ｎ
Ｋ
人
民
軍
（
朝
鮮
人
民
軍
）
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
で
Ｎ
Ｋ
と
な
る
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暴
発
の
代
償
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
１

時
は
現
代
、
朝
鮮
半
島
で
は
北
朝
鮮
、
南
朝
鮮
で
の
に
ら
み
合
い
が
続
い
て
い

た
。

　
そ
ん
な
中
、
２
０
Ｘ
Ｘ
年
。
突
如
、
韓
国
軍
の
第
一
師
団
が
３
８
度
線
に
奇

襲
を
掛
け
、
警
備
中
の
朝
鮮
軍
と
の
戦
闘
状
態
に
入
り
、
朝
鮮
半
島
で
の
火
蓋

が
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
後
の
第
二
次
朝
鮮
戦
争
の
開
戦
で
あ
る
。

　
ワ
イ
ル
ド
ギ
ー
ス
、
後
の
連
合
軍
は
・
・

「
我
々
の
任
務
は
空
挺
第
三
部
隊
の
拠
点
と
な
る
、
朝
鮮
半
島
の
南
西
に
あ
る

司
令
部
を
制
圧
、
も
し
く
は
国
境
線
に
在
留
す
る
韓
国
軍
の
第
一
師
団
を
殲
滅

す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｊ
Ｐ
国
軍
（
自
衛
隊
）
、
Ａ
合
衆
国
軍
Ｒ
Ｓ
軍
Ｃ
Ｎ
軍
（

ア
メ
リ
カ

ロ
シ
ア

中
国
）
、
Ｋ
Ｒ
民
国
軍
（
韓
国
）
は
合
同
で
こ
の
任
務
を
開
始
す
る
」

　
緑
と
黒
が
混
じ
っ
た
名
声
服
を
身
に
着
け
た
ワ
イ
ル
ド
ギ
ー
ス
（
連
合
軍
）

の
司
令
官
は
指
示
を
出
し
、
ワ
イ
ル
ド
ギ
ー
ス
軍
は
奇
襲
を
掛
け
た
、
第
一
師

団
迎
撃
体
制
に
入
っ
た
。
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暴
発
の
代
償
プ
ロ
ロ
ー
グ
２
（
前
書
き
）

プ
ロ
ロ
ー
グ
１
の
後
編
で
す
。

む
し
ろ
、
感
想
が
来
な
い
の
が
寂
し
い
で
す
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暴
発
の
代
償
プ
ロ
ロ
ー
グ
２

国
境
線
付
近
で
戦
闘
を
続
け
る
、
Ｋ
民
国
軍
と
Ｋ
民
国
軍
第
一
師
団
、
そ
し
て

Ｎ
Ｋ
人
民
軍
。

　
暴
走
を
止
め
る
べ
く
、
ワ
イ
ル
ド
ギ
ー
ス
軍
は
Ｋ
民
国
軍
と
Ｎ
Ｋ
人
民
軍
と

合
同
で
第
一
師
団
の
暴
走
阻
止
に
入
っ
た
。

「
Ｋ
民
国
第
一
師
団
が
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
く
る
！
司
令
部
を
防
衛
せ
よ
！
」

　
Ｎ
Ｋ
人
民
軍
兵
士
が
言
う
。

「
自
足
砲
、
発
射
！
」

ド
ウ
ン
！
ド
ウ
ン
！
ド
ウ
ン
！

　
空
高
く
放
た
れ
た
、
自
足
砲
砲
弾
は
、
地
上
に
命
中
し
砂
埃
を
上
げ
た
。

一
方
、
そ
の
こ
ろ
Ｗ
Ｄ
（
ワ
イ
ル
ド
ギ
ー
ス
、
後
の
連
合
軍
）
軍
は
橋
の
上
で

銃
撃
戦
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
ド
ド
ド
ド
！

「
グ
ワ
ァ
ァ
！
」

「
ウ
ギ
ャ
ー
！
」

　
寄
声
を
上
げ
る
者
も
居
れ
ば
、
う
め
き
声
を
上
げ
る
兵
士
も
居
る
。

「
１
２
時
方
向
に
目
標
！
、
第
一
師
団
は
中
々
手
ご
わ
い
ぞ
！
」

　
Ｊ
Ｐ
国
歩
兵
が
射
撃
を
し
な
が
ら
言
う

爆
音
を
上
げ
、
橋
の
上
を
渡
る
黒
と
緑
、
茶
色
の
混
成
の
迷
彩
と
奏
さ
れ
た
７

４
式
戦
車
が
主
砲
を
ゆ
っ
く
り
一
時
方
向
に
向
け
、

ド
ゴ
ン
！

主
砲
を
放
っ
た
。

「
よ
し
、
第
一
師
団
の
小
隊
を
蹴
散
ら
し
た
。
こ
ち
ら
Ｊ
Ｐ
国
軍
の
中
川
だ
。

Ａ
合
衆
国
軍
、
応
答
し
て
く
れ
」

『
中
村
か
。
こ
ち
ら
は
Ｋ
民
国
軍
と
同
様
に
司
令
部
前
を
制
圧
。
シ
ー
ル
ズ
が

先
ほ
ど
司
令
部
内
部
を
制
圧
開
始
し
た
。

国
連
軍
の
旗
が
揚
が
る
ま
で
在
留
部
隊
を
掃
射
せ
よ
』

「
了
解
、
Ａ
合
衆
国
軍
小
隊
長
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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